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まえがき

戦車はどこから来たのか
ランスは世界初の戦車を生みだしたという栄冠を、わ
ずかな差でイギリスに持っていかれてしまいました。
もしかするとその後の歴史で戦車を意味する言葉は、

英国風に「タンク」ではなくフランス風に「シャール」と呼ばれ
ていたかもしれません。またドイツは第二次大戦での戦車王国と
もいえる姿とは大きく異なり、まったく装甲戦闘車両なるものに
冷淡でした。
　リデル・ハートは著書『第一次世界大戦』において、戦争の様
相を変えてしまった戦車ついて以下のようにまとめています。「戦
場における移動方法として人間の脚に代わる内燃機関を利用し、
またさらに防護方法としては、人間の皮膚または地面を掘ること
に代わり装甲の利用を復活した。従来人間は移動するときには発
砲できなかったし、遮蔽物が必要なときには移動できなかった」
けれども戦車の誕生により、「ひとつの物体の中に火力と移動と
遮蔽の三つの要素が結合されることになった」（上村達雄訳）。
　装甲で防御された火力が陸上で自在に動く、そういう物を本書
では大きく「戦車」として扱います。この戦車はいったいどうい
う風に生まれたのかを、自分なりに考え調べながら進めた連載を
まとめました。今回はフランスとドイツの、装甲戦闘車両誕生に
至る試行錯誤と黎明期戦車部隊の悪戦苦闘について見ていこうと
思います。また巻末には【戦車以前】として、装甲や動力、機関
銃の歴史などについて概観した、連載初期の記事をまとめていま
す（掲載誌は月刊『アーマーモデリング』）。図鑑などでは数行で
しか語られない大昔の戦闘車両達について、少し立ち止まって考
えてみました。

●前巻（『私家版戦車入門１　無限軌道の発明と英国タンク）で
は鉄条網と無限軌道の誕生や、第一次大戦の英国戦車について語
っております。合わせてお読みいただければ幸いです。
●厳密にいえば戦車という言葉が定まっていない時代のため、「戦
車部隊」などの表現は不正確なのですが、却って分かりにくくな
るので使用しています。全体に平易な表現を心がけました。
●訳語について特に定型がないものは自分で決めてしまいました。
●色など不明なものについては想像で塗っております。
●各タイトルや連載回数、余計な書き込みはできるだけそのまま
にしています。連載が長期に亘っているため、説明が重複したり
する部分もありますがご容赦ください。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モリナガ・ヨウ

フ
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第１章
【フランスの塹壕突破兵器群】

〝有刺鉄線を踏破せよ！〟
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鉄条網突破兵器の模索

　フランスはいわゆる「戦車」と現在言われるデザイ
ンを生み出した国です。大砲を備えた回転砲塔を持ち、
無限軌道で走る装甲戦闘車両はフランスが初めて実用
化しました。
　1914年夏に始まった第一次世界大戦は厳しい塹壕
戦として知られています。敵味方ともに塹壕を掘り進
め、冬にはそれは海まで達してしまいました。鉄条網
と機関銃に守られた塹壕の突破は難しく、戦争はまっ
たくの膠着状態に陥ってしまいました。
　最近の研究で死傷者の多くは大砲によるものである
と明らかにされていますが、機関銃・鉄条網は大問題
であったことには変わりありません。なんとか前線を
突破すべく技術者たちの苦闘は続きます。
　ともに立ちふさがるドイツ軍の塹壕を相手にしなけ
ればならなかったイギリスとフランスは、ほとんど交
流なくそれぞれ独自に突破兵器の研究を進めていまし
た。本章はフランスにおける戦車誕生前史ともいうべ
き、鉄条網突破マシンについて考えます。内燃機関も
大変に不安定な時代の話です。「戦車」の姿はまだ戦
場の霧の向こうにあって見えてきません。
　扉絵は［ブルトン・プルト鋸］。鉄条網切断機のア
イデアのひとつです。

●初出
フランス装甲車両の始まり
　月刊アーマーモデリング　2011年５月号

フランス異形メカ①
　月刊アーマーモデリング　2011年６月号

フランス戦車の魂
　月刊アーマーモデリング　2011年７月号

フランス異形メカ②
　月刊アーマーモデリング　2011年８月号

フランス異形メカ③
　月刊アーマーモデリング　2011年９月号
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